






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(注)① アンケー トの際の家族票 による。
但 しこの集落に居住 してい ない14戸







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この内 世帯主 と後継 の世帯員24戸
世帯主 とその他の世 帯員5戸
60歳 未満の男子就業者が いる58
(注)1980年 「農林業 セ ソサス」に よる(セ ソサ スの

































































































































































































































































































































































































































































































































































協 業 経 営
協業体単位
〃 一部























(注)今 西芳三 「干拓地における共 同化の一考察について一 大中の湖 の事例研


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































営 農 部 長
長組各長組各長組各
(注)1.副 区長(副 自治会長)は 会計事務 を兼ねている。
2.組 長は従来の協業体の代表者である。
〔注〕大 中の湖干拓史 よ り引用
の
方
に
進
ん
で
い
る
。
第
二
節
集
落
の
生
活
と
そ
の
諸
問
題
一
、
集
落
自
治
の
展
開
昭
和
五
二
年
度
か
ら
五
七
年
度
に
到
る
自
治
の
展
開
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
頁
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
の
問
題
を
列
挙
で
き
な
い
の
で
、
前
年
度
か
ら
続
け
て
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
お
よ
び
、
そ
の
年
次
に
新
し
く
提
案
さ
れ
た
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
(区
長
所
に
あ
る
自
治
会
記
録
に
よ
る
。
)
昭
和
五
二
年
度
O
仮
公
民
館
の
処
分
問
題
⇔
環
境
整
備
(集
落
内
で
の
排
水
路
の
掃
除
及
び
草
刈
り
)
⇔
墓
地
推
進
協
議
会
四
教
養
誤
楽
、
趣
味
の
集
い
こ
の
中
で
特
に
⇔
が
問
題
と
な
る
。
大
中
に
入
植
者
と
し
て
住
ん
で
い
な
い
者
は
、
氏
子
と
し
て
認
め
ず
と
の
意
見
が
出
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
氏
子
と
し
て
年
中
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
氏
子
と
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
㈲
で
、
集
落
内
で
の
宗
教
行
事
等
を
活
発
化
す
る
よ
う
に
と
の
意
見
が
出
た
。
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昭
和
五
三
年
度
教
養
誤
楽
、
趣
味
の
集
い
墓
地
、
水
道
の
問
題
環
境
問
題
会
議
(排
水
路
の
完
備
)
南
部
遺
跡
保
存
の
草
刈
り
と
清
掃
自
警
団
の
編
成
替
昨
年
に
続
き
e
が
討
議
と
な
る
。
入
植
二
ご
年
目
に
あ
た
り
、
従
来
の
良
き
農
村
の
伝
統
行
事
を
取
り
入
れ
て
大
中
地
蔵
を
建
立
し
、
地
蔵
盆
を
行
な
い
、
青
少
年
教
育
の
一
助
に
し
た
い
と
の
発
言
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
恒
例
の
行
事
と
し
た
。
⇔
農
業
者
健
康
管
理
の
推
進
⇔
南
部
遺
跡
文
化
財
保
護
へ
の
協
力
⑳
長
野
地
方
集
団
研
修
旅
行
㈲
墓
地
問
題
の
推
進
昭
和
五
六
年
度
O
新
農
村
構
造
改
善
問
題
の
推
進
⇔
農
業
者
健
康
管
理
の
推
進
⇔
南
部
遺
跡
文
化
財
保
護
へ
の
協
力
四
織
田
信
長
四
百
年
祭
へ
の
協
力
㈲
墓
地
問
題
の
推
進
22
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 　⇔四
昭
和
五
四
年
度
新
農
村
構
造
改
善
問
題
の
推
進
南
部
遺
跡
文
化
財
保
護
へ
の
協
力
墓
地
問
題
の
推
進
町
税
納
税
完
納
問
題
集
落
農
業
者
の
健
康
管
理
、
集
団
検
診
広
域
水
道
の
問
題
昭
和
五
五
年
度
O
新
農
村
構
造
改
善
問
題
の
推
進
山
岡
栄
市
、
浜
岡
政
好
編
『広
域
生
活
圏
と
地
域
づ
く
り
』
(法
律
文
化
社
)
九
四
頁
に
、
安
土
町
に
お
け
る
織
田
信
長
四
百
年
祭
へ
の
協
力
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
様
に
、
四
は
集
落
あ
げ
て
の
協
力
で
あ
っ
た
。
同
九
八
頁
に
「本
町
で
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
の
目
玉
は
『
地
域
博
物
館
』
を
ふ
ま
え
た
歴
史
的
文
化
の
ま
ち
の
建
設
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
全
町
を
も
っ
て
文
化
の
屋
根
と
し
、
ま
た
国
民
休
養
圏
の
中
核
と
な
る
こ
と
が
本
町
の
未
来
構
想
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
集
落
は
安
土
町
の
方
針
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。
昭
和
五
七
年
度
O
新
農
村
構
造
改
善
問
題
の
推
進
(
集
落
内
道
路
整
備
工
事
、
ハ
ウ
ス
建
設
)
⇔
農
業
者
健
康
管
理
の
推
進
⇔
南
部
遺
跡
文
化
財
保
護
へ
の
協
力
四
墓
地
問
題
の
推
進
㈲
新
生
活
運
動
の
推
進
㊨
の
問
題
は
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
を
婦
人
部
が
申
し
入
れ
た
も
の
で
、
極
力
、
見
舞
等
の
餞
別
な
ど
を
無
く
そ
う
と
す
る
運
動
で
あ
り
、
集
落
内
で
の
対
人
関
係
に
伴
な
う
煩
雑
さ
を
軽
減
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
、
集
落
の
年
中
行
事
南
部
集
落
の
年
中
行
事
を
月
別
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
二
月
二
九
日
「祈
念
祭
」
五
穀
豊
饒
の
記
念
祭
で
あ
り
、
特
に
米
が
豊
作
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
集
落
す
べ
て
の
人
が
集
ま
り
、
大
中
神
社
で
、
こ
の
祭
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
五
月
二
七
日
「鎮
座
祭
」
大
中
神
社
の
御
神
体
を
伊
勢
神
宮
か
ら
勧
請
し
て
き
た
こ
と
を
祝
う
祭
で
あ
る
。
六
月
三
〇
日
「大
御
祓
」
一
月
一
日
か
ら
無
事
に
半
年
間
生
活
し
て
こ
ら
れ
た
事
に
感
謝
し
、
後
半
年
を
安
全
に
生
活
で
き
る
こ
と
を
願
う
儀
式
。
八
月
二
三
日
「
地
蔵
盆
」
子
供
の
健
康
や
生
活
の
安
全
を
祈
る
祭
で
あ
る
。
南
部
集
落
に
は
地
蔵
は
建
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
昭
和
五
三
年
に
青
少
年
の
教
育
の
一
助
と
し
て
大
中
地
蔵
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
日
公
民
館
の
前
に
矢
倉
を
立
て
、
盆
踊
や
夜
店
が
開
か
れ
南
部
集
落
の
人
々
の
全
体
の
祭
で
あ
る
。
九
月
一
五
日
「運
動
会
」
敬
老
会
も
兼
ね
、
「
ム
ラ
」
の
親
睦
を
は
か
る
。
一
一
月
二
三
日
「
ニ
イ
ナ
メ
祭
」
新
米
の
と
れ
た
こ
と
に
対
す
る
新
穀
感
趣
祭
。
一
二
月
三
一
日
「大
御
祓
」
七
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
無
事
安
全
を
感
謝
す
る
日
。
こ
の
他
に
「
ム
ラ
仕
事
」
と
し
て
七
、
八
、
九
月
の
日
に
集
落
内
の
草
刈
り
、
溝
掃
除
を
美
化
運
動
と
し
て
す
る
。
そ
し
て
毎
年
一
〇
月
に
、
南
部
集
落
よ
り
進
歩
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
農
協
の
視
察
を
兼
ね
た
研
修
会
旅
行
が
さ
れ
る
。
昭
和
五
六
年
に
は
三
重
県
の
農
協
、
翌
五
七
年
は
、
明
石
農
協
に
軟
弱
野
菜
の
栽
培
を
見
学
。
昔
の
農
村
の
様
に
協
同
で
肥
料
や
苗
を
仕
入
れ
た
り
、
ム
ラ
全
員
で
協
同
の
仕
事
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
や
は
り
新
農
村
と
し
て
「
ム
ラ
」
が
っ
く
ら
れ
、
「
ム
ラ
」
と
し
て
の
歴
史
が
浅
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
村
の
行
事
を
積
極
的
に
催
し
、
集
落
の
人
々
全
員
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
部
集
落
と
し
て
の
独
自
の
歴
史
が
形
作
ら
れ
て
い
く
こ
23
と
だ
ろ
う
。
三
、
氏
神
の
勧
請
と
家
の
宗
教
大
中
の
湖
の
南
部
集
落
の
氏
神
は
、
昭
和
五
一
年
に
伊
勢
神
宮
の
社
殿
か
ら
移
さ
れ
て
き
た
天
照
大
神
で
あ
る
。
氏
神
と
し
て
の
御
利
益
は
五
穀
豊
饒
で
あ
る
。
新
し
い
集
落
の
成
立
に
当
っ
て
氏
神
を
勧
請
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
日
本
の
ム
ラ
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
神
の
創
建
に
お
い
て
中
心
人
物
と
な
っ
た
の
は
堀
幹
夫
氏
で
あ
る
。
堀
氏
は
前
区
長
で
も
あ
り
、
老
人
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
も
あ
る
。
彼
は
東
京
の
大
東
塾
と
い
う
右
翼
団
体
の
人
物
と
懇
意
で
あ
り
、
そ
の
人
の
助
力
に
よ
り
大
中
の
湖
の
新
農
村
の
氏
神
と
し
て
天
照
大
神
を
氏
神
と
し
て
勧
請
し
た
。
氏
神
の
運
営
は
、
主
に
老
人
会
の
メ
ン
バ
ー
が
主
体
と
な
り
、
宮
総
代
が
毎
年
選
ば
れ
る
。
選
出
は
年
功
の
順
で
輪
番
制
で
あ
る
。
運
営
は
南
部
集
落
の
住
民
全
体
が
主
体
と
な
る
の
が
建
前
で
あ
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
老
人
会
の
全
体
協
議
に
よ
り
、
年
々
の
催
し
、
行
事
等
が
決
定
さ
れ
る
。天
照
大
神
が
集
落
の
氏
神
と
な
っ
て
い
る
が
、
村
民
は
県
内
の
各
地
、
お
よ
び
県
外
か
ら
移
住
し
て
き
た
の
で
、
そ
の
宗
教
的
な
宗
派
は
家
々
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
県
外
出
身
者
の
宗
教
を
調
べ
て
み
る
と
、
「神
道
」
が
一
人
(飯
田
市
出
身
で
平
家
の
落
人
を
自
称
)、
他
に
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
長
野
県
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
県
内
出
身
者
の
宗
教
お
よ
び
師
匠
寺
は
以
下
の
様
に
な
り
、
師
匠
寺
は
入
植
者
の
出
身
地
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
、
住
所
も
記
す
こ
と
に
す
る
。
永
昌
寺
-
天
台
宗
甲
賀
郡
水
口
町
字
川
一
〇
五
〇
正
伝
寺
-
曹
洞
宗
高
島
郡
新
旭
町
三
八
称
名
寺
-
浄
土
宗
東
浅
井
郡
湖
北
町
海
老
江
三
五
七
福
成
寺
-
浄
土
真
宗
犬
上
郡
多
賀
町
大
字
敏
満
寺
二
六
五
光
泉
寺
-
浄
土
真
宗
大
谷
派
坂
田
郡
伊
吹
村
吉
槻
八
八
法
福
寺
-
浄
土
真
宗
蒲
生
郡
安
土
町
常
楽
寺
六
三
九
永
順
寺
-
浄
土
真
宗
大
津
市
中
央
一
ノ
ニ
ノ
三
二
正
法
寺
-
曹
洞
宗
高
島
郡
安
曇
川
町
常
盤
木
一
二
九
八
こ
の
よ
う
に
家
に
よ
っ
て
宗
派
が
異
な
る
た
め
、
部
落
の
氏
神
を
勧
請
し
祭
る
こ
と
に
、
か
な
り
の
反
発
が
各
家
か
ら
で
た
。
つ
ま
り
個
人
の
宗
教
、
家
の
宗
教
、
地
域
の
宗
教
の
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
話
の
合
い
の
結
果
、
各
家
と
し
て
の
氏
神
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
神
-
南
部
集
落
を
代
表
す
る
氏
神
と
し
て
祭
る
こ
と
に
協
議
が
一
致
し
た
。
ま
た
移
住
前
の
住
居
か
ら
田
畑
だ
け
を
耕
や
し
に
来
る
人
を
氏
子
と
し
て
認
め
な
い
と
い
う
意
見
が
協
議
会
か
ら
出
た
が
、
氏
神
の
年
中
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
氏
子
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
決
着
し
た
。
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氏
神
が
祭
ら
れ
、
し
ば
ら
く
し
た
後
、
隣
の
小
中
地
区
よ
り
氏
子
と
し
て
百
戸
が
加
入
し
、
地
域
全
体
と
し
て
の
氏
神
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
最
後
に
葬
儀
と
墓
地
の
問
題
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
五
一
年
当
初
、
大
中
神
社
の
境
内
は
、
墓
地
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宗
派
の
異
な
る
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
に
、
各
家
か
ら
の
大
反
対
が
あ
り
墓
地
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
滋
賀
県
は
、
両
墓
制
を
と
る
場
合
が
多
い
。
両
墓
制
と
は
、
村
の
中
に
死
者
の
霊
を
拝
む
た
め
の
墓
を
も
う
け
、
遺
体
は
、
忌
む
べ
き
も
の
と
し
て
、
村
の
外
の
墓
地
に
埋
葬
す
る
の
で
あ
る
。
宗
派
と
し
て
は
、
天
台
宗
、
浄
土
宗
が
両
墓
制
を
と
る
。
南
部
集
落
に
お
い
て
埋
葬
の
方
法
は
、
県
内
出
身
者
は
各
家
の
師
匠
寺
で
土
葬
に
さ
れ
、
県
外
出
身
者
は
近
江
八
幡
の
火
葬
場
で
火
葬
と
な
る
。
葬
儀
の
時
、
中
心
と
な
る
の
は
協
業
体
八
戸
で
あ
る
。
形
骸
化
し
た
協
業
体
で
は
あ
る
が
、
冠
婚
葬
祭
の
時
は
大
き
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
四
、
生
活
環
境
の
問
題
点
生
活
環
境
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
牛
糞
尿
の
悪
臭
の
問
題
で
あ
っ
た
。
肉
牛
を
肥
育
し
て
い
る
農
家
が
多
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
牛
舎
か
ら
の
悪
臭
が
、
住
宅
地
位
ま
で
流
れ
こ
む
の
で
あ
る
。
調
査
の
折
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
苦
情
を
言
う
農
家
が
多
く
あ
り
、
集
落
内
で
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
牛
糞
尿
の
処
理
施
設
は
完
備
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
牛
舎
か
ら
の
悪
臭
が
時
お
り
風
向
で
、
住
宅
地
ま
で
流
れ
る
ら
し
い
。
糞
尿
処
理
施
設
が
さ
ら
に
完
備
さ
れ
る
こ
と
が
南
部
集
落
住
民
の
希
望
で
あ
る
。
次
い
で
生
活
の
問
題
で
「集
落
内
で
の
人
間
関
係
に
気
を
使
う
。」
と
答
え
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
四
通
あ
る
。
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
が
、
五
七
年
度
の
総
会
で
決
議
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
近
隣
の
人
間
関
係
に
、
か
な
り
気
を
配
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
内
二
通
が
、
地
元
(
安
土
)
か
ら
田
畑
だ
け
を
耕
し
に
き
て
い
る
人
々
と
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
集
落
内
で
の
行
事
に
参
加
、
協
力
し
な
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。
集
落
内
の
七
二
戸
の
内
、
一
四
戸
が
空
屋
も
し
く
は
他
人
に
賃
貸
し
て
い
る
。
田
畑
だ
け
を
耕
や
し
て
い
る
人
に
、
こ
の
件
を
た
ず
ね
る
と
、
「自
分
の
家
は
捨
て
が
た
い
。」
と
の
答
で
あ
っ
た
。
三
番
目
に
「医
療
の
不
便
」
を
訴
え
た
の
が
二
通
あ
る
。
南
部
集
落
の
近
く
に
は
病
院
が
な
く
、
病
人
が
で
た
場
合
、
車
で
近
江
八
幡
の
市
民
病
院
ま
で
連
れ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
、
南
部
集
落
の
近
所
に
医
療
設
備
の
完
備
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
風
雨
の
強
い
時
に
「児
童
の
通
学
に
不
便
」
と
答
え
た
の
が
一
通
。
国
鉄
安
土
駅
の
近
所
に
小
学
校
が
あ
る
が
、
片
道
ほ
ぼ
四
㎞
も
あ
る
の
で
風
雨
の
時
は
不
便
で
あ
ろ
う
。
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他
に
「農
業
経
営
の
方
針
に
お
い
て
他
の
農
家
と
対
立
す
る
。」
と
答
え
た
の
が
一
通
と
、
「時
代
遅
れ
の
風
習
に
対
し
て
現
代
に
合
っ
た
生
活
改
善
」
、
「
墓
地
が
な
い
。
」
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
解
答
が
各
一
通
あ
っ
た
。
生
活
の
問
題
に
関
し
て
、
「
別
に
な
し
。
」
が
五
通
、
無
回
答
一
〇
通
で
あ
っ
た
。
全
般
に
言
え
る
こ
と
は
、
悪
臭
の
問
題
と
医
療
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い
な
い
事
以
外
は
、
近
代
的
農
村
と
し
て
、
ほ
ぼ
充
実
し
た
環
境
と
言
え
る
。
第
三
節
「
ム
ラ
」
の
諸
組
織
と
そ
の
活
動
一
、
大
中
青
年
会
大
中
青
年
会
は
、
大
中
湖
農
業
青
年
部
の
下
部
組
織
で
あ
る
。
年
齢
資
格
は
、
一
六
歳
か
ら
結
婚
す
る
ま
で
と
い
う
条
件
で
三
二
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
大
中
の
湖
農
業
青
年
部
は
結
婚
し
た
二
五
歳
位
か
ら
三
〇
歳
前
後
の
人
々
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
の
就
業
状
態
を
み
る
と
、
養
豚
一
人
、
肉
牛
五
人
、
酪
農
一
人
で
他
は
ハ
ウ
ス
や
露
路
野
菜
や
米
作
を
中
心
と
し
て
い
る
。集
落
内
の
彼
ら
の
主
な
る
役
割
は
自
警
団
、
消
防
団
を
組
織
し
、
南
部
集
落
内
の
安
全
面
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
他
に
地
蔵
盆
、
ニ
イ
ナ
メ
祭
等
の
準
備
を
手
伝
う
。
青
年
会
は
「
ム
ラ
」
の
生
活
や
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
が
営
農
全
般
に
対
し
て
は
発
言
は
し
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
営
農
の
方
針
は
、
メ
ン
バ
ー
一
人
当
り
○
・
五
加
か
ら
一
加
の
広
い
耕
地
を
う
け
も
っ
て
お
り
、
大
型
農
業
機
具
を
利
用
す
る
こ
と
で
生
産
効
率
を
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
後
継
者
問
題
に
お
い
て
は
、
子
々
孫
ま
で
大
中
の
湖
の
耕
地
を
継
が
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
二
、
大
中
の
湖
農
協
南
部
婦
人
部
南
部
婦
人
部
は
農
協
組
織
の
一
部
で
あ
る
。
婦
人
部
は
、
西
、
北
、
南
部
の
三
つ
の
支
部
に
分
か
れ
て
い
る
。
結
婚
す
る
と
資
格
が
で
き
、
メ
ン
バ
ー
は
六
五
人
で
あ
る
。
南
部
集
落
内
で
の
主
体
と
な
る
役
割
は
農
協
保
健
所
の
健
康
管
理
の
手
伝
い
で
あ
る
。
年
に
一
回
の
健
康
診
断
の
時
に
集
落
の
人
々
の
血
圧
、
尿
検
査
等
の
手
伝
い
を
す
る
。
ま
た
集
落
内
の
活
動
と
し
て
、
お
茶
、
お
花
、
書
道
、
踊
方
教
室
、
着
物
の
着
っ
け
、
民
謡
、
詩
吟
、
琴
な
ど
を
公
民
館
で
月
一
回
も
し
く
は
週
一
回
行
な
い
、
一
年
に
一
回
秋
に
研
修
旅
行
に
出
か
け
る
。
南
部
集
落
の
補
助
労
働
力
と
な
る
女
性
の
労
働
人
口
は
三
一
・
六
%
に
も
な
る
。
こ
れ
か
ら
し
て
も
、
営
農
に
お
け
る
女
性
の
補
助
労
働
力
と
し
て
の
役
割
は
大
き
い
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
南
部
婦
人
部
長
は
「夫
婦
で
営
農
し
な
い
と
成
り
立
た
ず
、
補
助
で
は
な
く
主
体
で
あ
る
。」
と
述
べ
た
。
特
に
水
稲
、
野
菜
に
お
け
る
補
植
、
苗
植
に
お
い
て
は
欠
か
せ
ぬ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
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南
部
集
落
内
に
お
い
て
、
主
婦
は
、
長
男
、
長
女
が
結
婚
す
る
と
同
時
に
仕
事
を
譲
り
渡
た
す
。
平
均
は
五
五
、
六
歳
で
あ
る
。
こ
の
集
落
の
婦
人
の
労
働
人
口
と
し
て
の
期
間
は
、
比
較
的
長
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
婦
人
部
の
公
的
活
動
と
し
て
は
、
滋
賀
県
「家
の
光
」
(農
協
雑
誌
)
に
寄
稿
し
、
滋
賀
県
農
協
連
絡
協
議
会
の
一
単
位
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
三
、
老
人
会
老
人
会
は
六
〇
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
会
員
に
加
わ
ら
な
い
人
が
三
人
。
各
家
庭
で
老
人
だ
け
が
農
作
業
に
従
事
し
て
い
る
の
が
三
軒
で
、
い
ず
れ
も
肉
牛
を
肥
育
し
て
お
り
、
頭
数
は
一
五
頭
で
あ
る
。
老
人
会
全
体
で
、
農
作
業
は
し
て
い
な
い
。
老
人
は
、
若
い
世
代
が
農
作
業
に
出
か
け
た
後
の
孫
の
お
守
、
家
事
手
伝
い
な
ど
と
、
忙
が
し
く
、
老
人
抜
き
で
は
家
庭
が
成
り
立
た
な
い
も
の
が
多
数
出
る
。
ま
た
家
事
手
伝
い
だ
け
で
は
な
く
、
農
作
業
全
般
に
手
を
借
し
て
い
る
元
気
な
老
人
も
多
数
お
り
、
農
繁
期
に
は
貴
重
な
労
働
力
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
て
も
、
都
市
部
に
見
ら
れ
る
形
だ
け
の
集
ま
り
と
い
っ
た
老
人
会
で
は
な
く
、
新
農
村
の
営
農
に
対
す
る
発
言
力
も
強
い
。
機
能
集
団
の
面
か
ら
見
る
と
、
老
人
会
の
地
位
は
高
く
、
地
域
社
会
に
う
ま
く
適
応
し
て
い
る
。
老
人
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
茶
野
氏
に
、
今
後
の
老
人
会
の
運
営
の
方
針
を
う
か
が
う
と
「自
主
的
・
進
歩
的
に
老
人
会
を
運
営
し
て
い
く
の
が
目
標
」
と
答
え
た
。
新
農
村
の
営
農
お
よ
び
後
継
者
問
題
に
関
し
て
は
老
人
会
で
話
し
合
う
こ
と
が
度
々
あ
り
、
直
接
に
は
干
渉
し
な
い
が
、
着
実
に
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
現
在
の
老
人
会
は
、
墓
地
問
題
の
ほ
か
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
健
康
増
進
で
あ
る
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
主
体
と
し
た
軽
い
運
動
で
、
朝
五
時
半
に
起
き
て
老
人
会
の
メ
ン
バ
ー
で
試
合
を
し
、
老
人
相
互
の
親
睦
と
健
康
の
増
進
を
は
か
っ
て
い
る
。
(大
学
院
博
士
課
程
)
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